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内容の要旨及び審査の結果の要旨
水より比重の大きな眼内充填物質の候補であるフルオロシリコンオイル（FSio）およびパーフルオロトリブチラ
ミン（PFTA）の網膜毒性を，イヌおよびネコで電気生理学的ならびに組織学的に検索した。イヌでは粘度l000
centistoke（Ｃｓ）のFSiOの硝子体腔内留置（６週間）は網膜電図（ERG）のａ波，ｂ波，イヌＥＲＧに特徴的な徐波
である緩徐陰性波，律動様小波（○2)，明上昇，高浸透圧応答および網膜の光学顕微鏡（光顕）像に不可逆的な影響
を与えなかった。ネコでは粘度1000ＣｓのFSiOの硝子体腔内留置（６週間）はERGのａ波，ｂ波，ｃ波，明上昇，網
膜の光顕像に不可逆的な影響を与えなかったが，FSiO抜去９週後では留置前に比べ律動様小波（○2）頂点潜時が有
意に延長した。ネコでの０２頂点潜時延長には，ＦＳｉＯ自体よりもその抜去操作による影響の関与が疑われた。粘度
300ＣｓのFSioと粘度l000csのFSioを比較すると眼内からの抜去の容易さに大差はなく，いずれも眼内での明らかな乳
化は観察されなかった。イヌではFSiOの硝子体腔内長期（最大120週間）留置は硝子体腔充填期間と関連づけ得る
網膜毒性を少なくとも電気生理学的には惹起しなかった。ネコではFSiOの硝子体腔内長期留置は明上昇頂点潜時を
30週，４２週，４８週，５４週，６０週で有意に延長させ，３０～40週以上のFSiOの硝子体腔内留置によって網膜色素上皮層
または外層網膜のいずれかあるいはその両方に障害が発生する可能性が考えられた。またネコの閃光刺激視覚誘発電
位は120週のFSiO留置によって変化しなかった。イヌおよびネコでFSi○の硝子体腔内長期（最大120週間）留置は
網膜光顕像に影響を与えなかった。ＰFTAの硝子体腔内留置（２～３時間）は後部硝子体未剥離のイヌおよび人工的
に後部硝子体を剥離したネコでERG，高浸透圧応答（イヌのみ）および網膜光顕像に不可逆的な影響を与えなかっ
た。
本研究はFSiOとPFTAを眼内充填物質として許容する根拠を与え，難治の網膜剥離の治療法に貢献する労作を評
価された。
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